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〔住宅の完成が翌年度にずれ込む場合〕
○翌年度も本事業が継続

完成後に補助金交付申請書を提出いただくと、翌年度の事業の
対象となります（補助金の額の算定や補助要件等は、翌年度の事
業実施要領に基づきます）。

○翌年度に本事業が廃止
補助は受けられません。

① 事業計画認定申請書(様式第１号)を作成し、
森林政策課または農林振興センターへ送付

工務店と契約

補助金の支払い

※ 事業計画の認定は、補助金の
交付を約束するものではありません。

県申請者 工事の進捗

事業計画認定通知書を送付

棟上げ

内装工事

完成

③ 補助金交付申請書(様式第６号ほか)を作成し
農林振興センターへ提出（住宅完成後）

補助金の交付及び額の確定

※ 農林振興センター職員による現
地確認（県産材の概算使用量が
20m3未満の場合など、農林振興
センターの判断で現地確認を不要
とすることがあります。）

現地確認

② 農林振興センターへ現地確認依頼

※ 住宅の完成後３カ月以内に申請書を提出
※ 事業計画認定日より１年以内に補助金交付申請がなされない場合は、

取り消しになります。
※ 県職員による現地確認を受けた場合又はとやまの木で家づくり応援工

務店が施工する場合、不可視部の写真の添付は不要。

※ 交付申請書の受理の順に補助金交付決定
※ 予算の範囲を超えた時点で受付を停止

※ 交付申請書が県庁森林政策課で受理した
後、通常１～２週間程度で指定された口座へ
振り込み

※ 住宅の完成の１ヶ月前までに提出
現地確認を伴うため、上棟までの提出が望ましい。
（提出時期によっては受理できない場合があります。）

◎農林振興センターで書類の
チェックをした後、センターから
県庁森林政策課へ書類を送付

とやまの木で家づくり支援事業

※申請者は住宅の施主（住宅を建築される個人の方）
※契約書の写し及び位置図不用
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別記様式第１ 号（ 第６ 条関係）  

と やま の木で家づく り 支援事業計画認定申請書 

 

  令和 ４ 年 ５ 月１ ５ 日 

 

富山県知事  新 田 八 朗  殿 

 

申請者  住 所 富山市新総曲輪１ 番地７  

                                             氏 名 立山 杉之助             

                       電話番号 076-XXX-XXXX 

 

 

  と やま の木で家づく り 支援事業実施要領第６ 条第 1 項の規定に基づき 、 と やま の木 

で家づく り 支援事業計画について、 下記のと おり 申請し ま す。  

 

記 

 

 住宅の建築場所         ○ ○ 市 町 村 ○○ Ｘ Ｘ 番地 Ｘ Ｘ  

 建物延べ面積・ 階数      １ ３ ２ ． ２ ３   ㎡    木造  ２  階 

 新築・ 増改築の別       新築        増改築     ＊○で囲む 

 工事着手( 予定) 年月日  令和   ４ 年 ４  月 １ ５ 日 

 棟上げ( 予定) 年月日  令和   ４ 年 ６  月  １ 日    ＊増改築の場合不要 

 現地確認希望時期  令和   ４ 年 ７  月（ 上旬、 中旬、 下旬） 頃＊○で囲む 

 工事完了( 予定) 年月日  令和   ４ 年 １ ０ 月 １ ５ 日 

 建 築 請 負 業 者 名 等 

名 称 ： ㈲○○工務店 

住 所 ： ○○市○○Ｘ 番地Ｘ 市○○Ｘ 番地Ｘ  

T  E  L  ： 076-XXX-XXXX 

F  A  X  ： 076-XXX-XXXX 

E- MAI L  ： XXX@XXX. co. j p 

担当者名 :  越中 （ 090-✘✘✘✘-✘✘✘✘）  

 県産材の概算使用量 

  ※小数点以下１ 位止め 

造作材 

( 内装・ 外壁・ 外構等)  

構造材 

( 柱・ 梁・ 桁等)  

下地材 

( 間柱・ 貫・ 胴縁

等)  

合計 

５ ． ６ ㎥ １ ２ ． ９ ㎥ １ １ ． ８ ㎥ ３ ０ ． ３ ㎥ 

 木材の概算総使用量 ３ ６ ． ９ ㎥ 

＊補助申請に係る 担当者が建築請負業者と 異なる 場合は、 その業者名およ び連絡先も 記載する こ と 。  

＊県内市町村等において実施し ている 住宅に対する 補助金と の重複助成可。  

１  

住宅完成予定日の１ 月前ま での提出が必要（ 着工後の申請でも 可）。  

ただし 、 構造材や下地材に県産材を 使用し ている 場合、 内装工事開始ま

でに現地確認を 行う 必要があり ま すので、 早目の提出を 。  

施工担当者ではなく 、 補助金申請に係る 担当者で

す。 設計業者が担当する 場合、 その方の名前、 業

者名及び連絡先を 記載し てく ださ い。  

使用量は概数で可。記入し た数量と 最終的な交付申請書の数量が

異なっ ても かま いま せん。（ 交付申請書の数量を も と に補助金計

算し ま す。） ※新築２ 階建木造住宅における 木材使用量は、 0 .2 0

～0 .3 0 m 3 /m 2 程度です。  

押印 

不用 

木造住宅のみが対象 

申請者は施主（ 住宅を 建築さ れる 個人）  

※建売住宅や賃貸用など は対象外 

現地確認の希望がなければ空白でも 可 

携帯電話番号を 記載し てく ださ い。  
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別記様式第６ 号( 第 11 条関係)  

 

令和 ４ 年１ １ 月 １ 日 

 

 

 

 富山県知事  新 田 八 朗  様 

 

 

 

申請者  住 所 富山市新総曲輪１ 番地７  

氏 名 立山 杉之助       

（ 申請者が連名の場合は代表者名）                        

（ 認定番号 4 砺－０ １  ）  

 

 

 

令和 ４ 年度と やま の木で家づく り 支援事業補助金交付申請書 

 

 

 

  令和 ４ 年度において、 と やま の木で家づく り 支援事業を 実施し たいので、 補助金 

 ３ ０ ８ ， ０ ０ ０ 円を交付さ れる よ う 、 関係書類を添えて申請し ま す。  

 

 

 

 

記 

 

 

    関係書類 

（ １ ） 事業実績書( 様式第７ 号)  

（ ２ ） 富山県産材証明書（ 様式第８ 号 ～ ８ －２ 号）  

（ ３ ） 木材使用量実績計算書（ 様式第３ 号）  

（ ４ ） 完成写真（ 全景、 内部）  

（ ５ ） 債主名登録書兼口座振替届（ 様式第９ 号）  

（ ６ ） 設計図（ 平面図）  

（ ７ ） 不可視部分における 県産材の使用状況がわかる 写真※  

 ※要領第９ 条第２ 項の規定によ る 省略可 

住宅完成後に完成写真を 添付し て提出 

住宅完成日から 三カ月以内に提出。  

事業計画の認定日よ り １ 年以内。  

計画認定申請書と 同じ 住所でも  

本事業で新築し 引越し た住所でも よ い 

「 事業計画認定通知書」 記載の「 認定番号」  

 

立面図は提出不要 

 

現地確認を受けた場合、 ま たは 

と やま の木で家づく り 応援工務店が施工する 場合は省略可 

２  

押印 

不用 
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別記様式第７ 号（ 第 11 条関係）  

  

と やま の木で家づく り 支援事業実績書 

 

１ ． 住宅の建築場所        ○○市 ○○ Ｘ Ｘ 番地Ｘ Ｘ            

 

２ ． 建物延べ面積、 階数        １ ３ ２ ． ２ ３  ㎡    木造    ２  階 

 

３ ． 木材の生産地          別記様式８ －１ 号のと おり  

 

４ ． 工事着手年月日           令和  ４ 年  ４ 月 １ ５ 日 

 

５ ． 棟上げ年月日            令和  ４ 年  ６ 月  １ 日 

 

６ ． 工事完了年月日           令和  ４ 年 １ ０ 月 １ ０ 日 

 

７ ． 補助金の額の算定 

県産材使用量 ①×②＝③ 

（ ㎥）  
補助金額（ 円）  

内訳①（ ㎥）  補正係数② 

造作材 5. 832 1. 0 5. 832×1. 0＝5. 832 － 

構造材 13. 254 0. 5 13. 254×0. 5＝6. 627 － 

下地材 11. 980 0. 25 11. 980×0. 25＝2. 995 － 

計 31. 066 

③の総和＝ 15. 454 ㎥ 

（ 0. 1 ㎥に満たない端数がある

と き は切捨後の県産材使用量）  

        15. 4 ㎥ ④ 

④×20 千円/㎥ 

 

308, 000 円 

  ＊①は、 県産材使用実績計算書から 転記する 。  

  ＊④は、 小数点以下第２ 位を 切り 捨て、 小数点以下第１ 位止めと する 。  

 

 

住宅完成日 

増改築の場合空欄 

実績計算書から 転記 

小数点第一位止め（ 第二位以下切捨て））  

計算結果は切捨て不要 

２ -１  
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別記様式第８ 号( 第 11 条関係)  

 

 

富 山 県 産 材 証 明 書 

 

 

 

工事名            立山         邸  建築工事 

県産材製品納入量            31. 066              ㎥ 

原木納入量            57. 94               ㎥ 

 

 

本工事において、 別紙によ り 証明さ れた県産材製品を 使用し たこ と を証明し ま す。  

 

令和 ４ 年○月○日 

             建築施工業者  住所  ○○市○○Ｘ 番地Ｘ  

                     氏名   ㈲○○工務店 ○○○○    

                     電話番号 076-XXX-XXXX 

 

 

 

 

 

 

２ ー２  

ハンコ でも パソ コ ンによ る 記載でも よ い 

押印 

不用 

県産材伐採証明書の合計と 一致 

県産材使用実績計算書の合計と 一致 
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別記様式第８ －１ 号( 第 11 条関係)  

 

令和 ４ 年 ○月 ○日 

 

県 産 材 伐 採 証 明 書 

 

 

( 伐採証明者)  

住 所 ○○市○○Ｘ 番地Ｘ  

氏 名 ◇◇木材   

Ｔ Ｅ Ｌ  076-XXX-XXXX 

 

 

 以下の原木は、 富山県内で伐採し たこ と を 証明し ま す。  

 

記 

   

１ ． 原木の納入先住所・ 名称    ○○市○○Ｘ 番地Ｘ  △△製材  

   

２ ． 納入原木の内訳及び伐採個所 

樹 種 規   格 

（ 丸太の末口径・ 長さ を 記

載）  

数量 

( 本)  

材積 

（ ㎥）  

伐採地 

ス ギ 4ｍ×φ160～400 124 25. 23 ○○市三ケ 

〃 4. 5ｍ×φ180～440 86 27. 35 ○○市桐谷 

〃 7ｍ×φ400～440 2 2. 66 △△市吉田 

〃 8ｍ×φ300～420 3 2. 70 〃 

ス ギ 別紙①のと おり  124 25. 23  

     

     

     

     

     

     

     

計  215 57. 94  

 ＊市町村が発行する 伐採及び伐採後の造林計画の適合通知書又は森林経営計画の認定書の写し 等の富山県内で伐採さ  

  れたこ と がわかる 資料を 添付する こ と 。  

 ＊本様式と 同等の内容が記載さ れている 場合、 他の様式でも 可。  

 ＊記載欄が足り ない場合は、 別紙に記載する こ と 。  

２ －２ ー１  

製材所名 ハンコ 可 

素材生産業者（ 森林組合・ 林業事

業体） など 。 工事支障木伐採の場

合は工事業者も し く は伐採業者、

個人宅等（ 持ち山、 屋敷林） の場

合は森林所有者も し く は伐採業

者など 。 ハンコ 可。  

市町村大字など 記載 

添付書類は例１ ～例４ 参照。  

屋敷林等伐採届不要の場合は、 場所がわかる 地図や写真

を添付（ 森林の場合伐採届の写し ）。  

【 重要】 本様式と 同等の内容が記載さ れていれば、 他の様式での提出可。  

  ⇒ 例「 丸太出荷証明」 など  

    ※ただし 、 出荷証明が複数枚に及ぶと き は取り ま と めの表を添付する こ と 。  

明細が別紙にある 場合は 

こ のよ う な記載でも よ い 

押印 

不用 
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○○　 ○○

○○ ○○

○○

○○ ○○ ○○ 地番 XX

○○

例１

※個人の方が自分の所有林から 伐り 出し た材を使用する 場合にも こ の届出が必要です。
※屋敷林や庭木を伐採する 場合は対応が異なり ま す。
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※認定書のカガミ だけだと 森林の所在や伐採率等がわから ないので
　 内訳書等を 添付し てく ださ い
　 （ カガミ に記載さ れており 確認でき る 場合は不要）

○　 ○

○○Ｘ Ｘ －Ｘ

               ○　 ○

○　 ○　 　 ○　 ○

○　 ○　        　   ○　 ○

○○ ○　 ○　 　 ○　 ○

○○○ - ○○○ - ○○○○

例２
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○○ ○○

○○

○ ○

○  ○

○○ ○○ ○○ XX

○○

例３

9



○　 ○

○○市大字○○

０ ０ ０ , ０ ０ ０ －

０ ０ , ０ ０ ０ －

※工事支障木の場合

※工事の元請業者と 伐採業者が異なる 場合は、 下請契約書の写し 及び工種明細書の写し を添付
　 工事の元請業者が伐採し た場合は、 発注者と の契約書の写し 及び工種明細書の写し を添付

例４
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別記様式第８ －２ 号（ 第11条関係）

長さ 数量

（ ｍ） （ 本）

床板 ス ギ 0 .0 3 0 3 2 坪 3 .1 7 8

腰壁天板 　 〃 2 .0 0 0 0 .1 7 0 0 .0 3 0 1 0 .0 1 0

羽目板 　 〃 0 .0 1 2 1 8 坪 0 .7 1 5

外壁材 　 〃 0 .0 1 5 1 2 坪 0 .5 9 6

外部建具枠 　 〃 3.0 0 0 0 .0 5 5 0 .0 4 5 3 0 .0 2 2

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .0 9 8 0 .0 3 0 2 0 .0 1 1

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .1 3 6 0 .0 3 0 1 2 0 .0 9 7

〃 　 〃 3 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

〃 　 〃 1 .5 0 0 0 .1 3 6 0 .0 3 0 1 8 0 .1 1 0

〃 　 〃 1 .0 0 0 0 .1 3 6 0 .0 3 0 4 0 .0 1 6

内部建具枠 　 〃 3.0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

　 〃 2 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 2 0 .0 2 2

　 〃 2 .0 0 0 0 .0 4 2 0 .0 3 0 8 0 .0 2 0

　 〃 2 .0 0 0 0 .1 6 0 0 .0 4 5 6 0 .0 8 6

　 〃 2 .1 0 0 0 .1 6 1 0 .0 3 0 8 0 .0 8 1

　 〃 2 .1 0 0 0 .0 4 3 0 .0 3 0 6 0 .0 1 6

　 〃 2 .1 0 0 .1 4 0 .0 3 2 0 .0 1 7

　 〃 1 .0 0 0 .1 4 0 .0 3 1 0 .0 0 4

〃 　 〃 1 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 3 0 1 0 .0 0 3

内部建具枠 　 〃 2.0 0 0 0 .0 5 0 0 .0 4 5 1 0 .0 0 4

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .1 6 1 0 .0 3 0 1 0 .0 0 9

〃 　 〃 2 .1 0 0 0 .0 5 1 0 .0 3 0 2 0 .0 0 6

棚受 　 〃 1 .5 0 0 0 .1 1 0 0 .0 5 0 2 0 .0 1 6

中段受 　 〃 4 .0 0 0 0 .0 6 0 0 .0 4 5 2 0 .0 2 1

廻り 縁 　 〃 4 .0 0 0 0 .0 4 1 0 .0 4 5 4 0 0 .2 9 5

雑巾摺 　 〃 4 .0 0 0 0 .0 2 0 0 .0 3 5 3 0 .0 0 8

計 5 .8 3 2

上記の製品は、 県産材である こ と を 証明する 。
製材等加工業者 住 所 ：

氏 名 ：

（ 法人にあっては住所、 名称及び代表者）
（ 注） 名称（ 柱、 土台等） 及び地域材の樹種（ ス ギ、 アテ等） ごと に整理し て記入する こ と 。

　 ※ 「 材積」 については、 小数点以下第4位を切り 捨て、 第3位止めと し て下さ い。

材　 積
（ ㎥）

○○市○○Ｘ 番地Ｘ

△△製材　 ○○○○

県　 産　 材　 出　 荷　 証　 明　 書

縦　 ×　 横
名称 樹種

断面寸法（ ｍ）

２ －２ ー２

押印

不用
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別記様式第３ 号（ 第11条関係）

長さ 数量

（ ｍ） （ 本）

床板 ス ギ 0 .0 3 0 3 2 坪 3 .1 7 8

腰壁天板 　 〃 2 .0 0 0 0 .1 7 0 0 .0 3 0 1 0 .0 1 0

羽目板 　 〃 0 .0 1 2 1 8 坪 0 .7 1 5

外壁材 　 〃 0 .0 1 5 1 2 坪 0 .5 9 6

外部建具枠 　 〃 3.0 0 0 0 .0 5 5 0 .0 4 5 3 0 .0 2 2

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .0 9 8 0 .0 3 0 2 0 .0 1 1

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 1

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .1 3 6 0 .0 3 0 1 2 0 .0 9 7

〃 　 〃 3 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

〃 　 〃 1 .5 0 0 0 .1 3 6 0 .0 3 0 1 8 0 .1 1 0

〃 　 〃 1 .0 0 0 0 .1 3 6 0 .0 3 0 4 0 .0 1 6

内部建具枠 ヒ ノ キ 3 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

〃 ス ギ 3 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

〃 ヒ ノ キ 2 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 2 0 .0 2 2

〃 ス ギ 2 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 2 0 .0 2 2

〃 ヒ ノ キ 3 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

寄せ ヒ ノ キ 3 .0 0 0 0 .0 4 8 0 .0 4 5 2 0 .0 1 2

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .0 4 8 0 .0 4 5 2 0 .0 0 8

廻り 縁 ス ギ 4 .0 0 0 0 .0 4 1 0 .0 4 5 4 0 0 .2 9 5

雑巾摺 　 〃 4 .0 0 0 0 .0 2 0 0 .0 3 5 3 0 .0 0 8

巾木 　 〃 4 .0 0 0 0 .0 6 5 0 .0 4 5 2 5 0 .2 9 2

無目 　 〃 3 .0 0 0 0 .1 7 0 0 .0 3 0 2 0 .0 3 0

5 .8 3 2
（ 注） 名称（ 床、 腰板等） 及び地域材の樹種（ ス ギ、 アテ等） ごと に整理し て記入する こ と 。

　 　 　 名称、 樹種、 長さ 、 断面寸法、 数量、 材積について記載さ れている も のであればこ の様式でなく ても 可。

　 　 　 こ の計算書には県産材のみを記入する こ と 。

　 ※ 「 材積」 については、 小数点以下第4位を切り 捨て、 第3位止めと する こ と 。

県産材使用実績計算書

材　 積
（ ㎥）

区分

造作材　 計

造
作
材
（

天
井
、

床
、

腰
板
、

外
壁
等
）

縦　 ×　 横
部材名称 樹種

断面寸法（ ｍ）

２ －３

・ こ こ での造作材と は、 人の目に触れる 仕上げ材・ 取り 付け材のこ と を 言いま す。 移
動でき ない据え付け家具（ 壁と 一体と なっ た棚など ） は対象と なり ま す。

・ 構造材等であっ ても 、 化粧柱や化粧梁など 、 人の目に触れる 材料については造作材

に含めても かま いま せん。

「 名称」 は、 その部材がど こ に使われたかわかる よ う に一般的な名称
を 記入し てく ださ い。

ヒ ノ キやアテを 計上する 場合は、 県産材伐採証明書等
にヒ ノ キやアテが含ま れている 必要があり ま す。

長 さ や寸法の単位はメ ート ルです。
記載を 一桁間違う ミ ス を し やすいので注意し てく ださ い。

【 重要】 県産材の部材のみの記載です。
（ 他県産材、 外材の記載不要）

「 床板」 「 羽目板」 など の板材は、 厚さ ×面積と し ても 結構です。
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別記様式第３ －１ 号（ 第11条関係）

長さ 数量

（ ｍ） （ 本）

床板 ス ギ 0 .0 3 0 3 2 坪 3 .1 7 8

腰壁天板 　 〃 2 .0 0 0 0 .1 7 0 0 .0 3 0 1 0 .0 1 0

羽目板 　 〃 0 .0 1 2 1 8 坪 0 .7 1 5

外壁材 　 〃 0 .0 1 5 1 2 坪 0 .5 9 6

外部建具枠 　 〃 3.0 0 0 0 .0 5 5 0 .0 4 5 3 0 .0 2 2

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .0 9 8 0 .0 3 0 2 0 .0 1 1

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 1

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .1 3 6 0 .0 3 0 1 2 0 .0 9 7

〃 　 〃 3 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

〃 　 〃 1 .5 0 0 0 .1 3 6 0 .0 3 0 1 8 0 .1 1 0

〃 　 〃 1 .0 0 0 0 .1 3 6 0 .0 3 0 4 0 .0 1 6

内部建具枠 ヒ ノ キ 3 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

〃 ス ギ 3 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

〃 ヒ ノ キ 2 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 2 0 .0 2 2

〃 ス ギ 2 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 2 0 .0 2 2

〃 ヒ ノ キ 3 .0 0 0 0 .1 2 5 0 .0 4 5 1 0 .0 1 6

寄せ ヒ ノ キ 3 .0 0 0 0 .0 4 8 0 .0 4 5 2 0 .0 1 2

〃 　 〃 2 .0 0 0 0 .0 4 8 0 .0 4 5 2 0 .0 0 8

廻り 縁 ス ギ 4 .0 0 0 0 .0 4 1 0 .0 4 5 4 0 0 .2 9 5

雑巾摺 　 〃 4 .0 0 0 0 .0 2 0 0 .0 3 5 3 0 .0 0 8

巾木 　 〃 4 .0 0 0 0 .0 6 5 0 .0 4 5 2 5 0 .2 9 2

無目 　 〃 3 .0 0 0 0 .1 7 0 0 .0 3 0 2 0 .0 3 0

5 .8 3 2

上記の製品は、 県産材である こ と を証明する 。
製材等加工業者 住 所 ：

氏 名 ：

（ 法人にあっては住所、 名称及び代表者）
（ 注） 名称（ 床、 腰板等） 及び地域材の樹種（ ス ギ、 アテ等） ごと に整理し て記入する こ と 。

　 　 　 名称、 樹種、 長さ 、 断面寸法、 数量、 材積について記載さ れている も のであればこ の様式でなく ても 可。

　 　 　 こ の計算書には県産材のみを記入する こ と 。

　 ※ 「 材積」 については、 小数点以下第4位を切り 捨て、 第3位止めと する こ と 。

県産材出荷証明書兼使用実績計算書

材　 積
（ ㎥）

区分

○○市○○Ｘ 番地Ｘ

△△製材　 ○○○○

造
作
材
（

天
井
、
床
、

腰
板
、

外
壁
等
）

縦　 ×　 横
部材名称 樹種

断面寸法（ ｍ）

造作材　 計

【 重要】 様式第8 -2 号と 様式第３ 号の内容が完全に一致する 場合は、
本様式を 用いる こ と で、 提出書類を 簡略化でき ま す。

２ －３ －１

押印
不用
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完成写真

外観

完成写真

リ ビング、 和室

完成写真

ダイ ニング

・ 任意様式です

・ 外観、 内装など 県産材使用箇所がわかる よ う に３ ～６

枚程度添付し てく ださ い。

※不可視部にし か県産材を使用し ていない場合は、 外

観と 代表的な内観の２ 枚程度で結構です。

・ 提出いただいた写真は、 後日ご相談のう えで、 県の

HP やパンフ レ ッ ト への掲載等、 広報資料と し て使わせ

ていただく こ と があり ま す。

２ －４
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完成写真

デッ キ、 天井

完成写真

２ 階

完成写真

２ 階

・ 写真のポイ ント と し ては、 造作材を使用し ている 場合、
県産材が使われている 様子がよ く わかる よ う に撮影し てく
ださ い。
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別記様式第９ 号（ 第11条関係）

ふり がな

氏名

郵便番号

住　 　 所

電話番号

銀行名
○○銀行

　 金融機関コ ード

支店名
○○支店

　 支店コ ード

預金種類 １ 　 普通預金　 ２ 　 当座預金　 ３ 　 その他（ 該当する 番号に○印）

口座番号

ｺｳｻ゙ ﾒｲｷ゙

※

0 76- 44 4-3 388

〒930 - 8501

Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ Ｘ

タ テヤマ　 ス ギノ ス ケ

債　 主　 名　 登　 録　 書　 兼　 口　 座　 振　 替　 届

たてやま 　 すぎのすけ

立山　 杉之助　

※　 記入不要です。

振込先

ご自宅

債主コ ード

富山市新総曲輪１ 番地７

 
※住所、 氏名等については、 補助金交付申請書や事業実績書に記載さ れている 内容を確認の上、 正確に記載

し て下さ い。  

※交付申請者と 振込先口座の名義人が異なる 場合には、 別途委任状の提出が必要と なり ま す。  

交付申請書と 同じ 氏名、 住所を記載 

※銀行等届出住所と 異なっていても

かま いま せん 

コ ード がわから ない
場合は未記載可 

上記氏名と 同一氏名 

２ －５  

支店の間違いがし ばし ば
見ら れま す。 注意。  

【 申請者と 異なる 名義の口座に入金する 場合】  

 以下の３ つの書類が必要です。  

 ①委任状（ 次ページ参照）  

 ②申請者の債主登録書 

  氏名、 郵便番号、 住所、 電話番号を記載 

  （ 振込先の記載は不要です）  

 ③代理人の債主登録書 

  すべて記載。 ※委任状の住所氏名と 一致さ せる こ と 。  
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参 考 

委任状 
 
 

住所 

氏名 

 
 
 
私は、 上記の者を代理人と 定めて次の権限を委任し ま す。  

 
富山県から 支払われる 令和４ 年度と やま の木で家づく り 支援事業補助金の受領に関する 権

限 

 
令和 年 月 日 

 
委任者 住所  

氏名           印 

 
富山県知事 新田 八朗 殿 申請者（ 施主） の 

住所・ 氏名（ 申請書と 同一）  

捺印必要 

入金口座の方の住所と 氏名 
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隣地境界

1F

洗面脱衣

隣地境界

2F

書斎

クローク

寝室 フリースペース

日付　2017/4/1

縮尺　1/100

外部水栓

給
湯
器

I
H

シ
ン
ク

冷蔵庫

家
電
・
食
器
収
納

洗濯機

洗
面
台

キ
ッ

チ
ン

棚

カ
ウ
ン
タ
ー

平　面　図立山邸新築工事
一級建築事務所

事務所登録　XXXX号

収納

物入

和室

吊押入

㈲○○工務店

玄関

ＷＣ

道
路
境
界

収
納

収
納

リビング

ポ
ー

チ

浴室
ユニットバス

1, 000 9, 100

1, 820 1, 365 2, 275 1, 820 1, 820

1, 000

1
,0

0
0

6
,3

7
0

2
,7

3
0

3,
6
4
0

1, 000 9, 100

2, 730 3, 640 2, 730

6
,3

7
0

2,
7
3
0

2
,7

3
0

9
10

6, 370

2, 730 1, 820 1, 820

3,
6
4
0

6
,
37

0

2
,
73

0

6, 370

2, 730 2, 730910

6
,
37

0

1
,3

6
5

3
,
64

0
1
,
3
65

・ A3でも Ａ ４ でも 可。
・ 構造材や下地材を 「 現し 」 で使用し 造
作材に計上し た場合、 その場所がわかる
よ う にし てく ださ い（ 色を 塗る など ） 。

２－６

１

・ 不可視部の写真の位置を 記載し てく ださ い。

２３

４６

５

立面図は添付不要
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不可視部写真

傾斜梁
5 .0 ×0 .3 9 ×0 .1 2

写真位置①

不可視部写真

梁、小屋束など

梁：②

不可視部写真

梁、母屋、野地板
小屋束など

野地板：③

・ 任意様式です。

・ 不可視部と は、 構造材や下地材など 、 竣工後に材料を

確認でき ない箇所をさ し ま す。 県産材が確実に使われて

いる こ と がわかる よ う 、 写真を2 ～6 枚程度添付し てく だ

さ い。 （ 撮影し ている 部材の名称・ 寸法・ 場所等を記す

る など ）

２ －７

・ 部材のサイ ズ、 写真撮影位置など を記載。

・ 写真位置は平面図に記載。

・ 部材のサイ ズ等の記載を省略する
場合、 木拾い表の欄外に番号を 記す。

①現地確認を受けた場合
②と やま の木で家づく り 応援工務店が施工する 場合

においては、 不可視部の写真は不要です
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[問合せ先・ 書類提出先] 

 ①認定申請書 

  〒9 3 0 -0 0 0 4  富山市桜橋通り 5 -1 3  富山興銀ビ ル４ 階 

  富山県 森林政策課 木材利用推進係 

  TEL 0 7 6 -4 4 4 -3 3 8 8   FA X 0 7 6 -4 4 4 -4 4 2 8  

  ※下記農林振興センタ ーに提出さ れても かま いま せん。  

   （ 住宅建築場所にかかわら ず、 いずれのセンタ ーでも 提出可能）  

   e-m a il での提出も 可能 宛先 ash inr inseisaku@pref.toyam a.lg. jp  

 

 ②補助金交付申請書 

  ※住宅建築場所の所在市町村によ って提出先が異なり ま す。  

  ・ 魚津市、 黒部市、 滑川市、 入善町、 朝日町 

   ⇒ 新川農林振興センタ ー森林整備課林政・ 普及班 

      TEL 0 7 6 5 -2 2 -9 1 4 3  FAX 0 7 6 5 -2 2 -9 1 5 4  

  ・ 富山市、 立山町、 上市町、 舟橋村 

   ⇒ 富山農林振興センタ ー森林整備課林政・ 普及班 

      TEL 0 7 6 -4 4 4 -4 4 7 6   FAX 0 7 6 -4 4 4 -4 5 1 8  

  ・ 高岡市、 射水市、 氷見市、 小矢部市 

   ⇒ 高岡農林振興センタ ー森林整備課林政・ 普及班 

      TEL 0 7 6 6 -2 6 -8 4 5 4  FAX 0 7 6 6 -2 6 -8 4 6 6  

  ・ 砺波市、 南砺市 

   ⇒ 砺波農林振興センタ ー森林整備課林政・ 普及班 

      TEL 0 7 6 3 -3 2 -8 1 3 1  FAX 0 7 6 3 -3 2 -8 1 4 0  
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